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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】搭載される装置全体の大型化を押さえつつ、高
速回転低トルク、低速回転高トルクという二種類の出力
を一台のモータおよび単一の出力軸によって取り出せる
可変トルクモータを提供する。
【解決手段】可変トルクモータは減速機２として不思議
遊星歯車機構２を用い、モータ本体９と減速機２との間
にクラッチ１を設け、不思議遊星歯車機構２はモータ軸
８と一体に回転する太陽歯車３、太陽歯車３の周りを自
転しながら公転する遊星歯車４、遊星歯車４と噛み合い
かつクラッチ１による作用を受ける第二内歯車６、遊星
歯車４と噛み合い第二内歯車６とは歯数が異なっていて
出力軸１１と一体に回転する第一内歯車５、および遊星
歯車４を収容しかつクラッチ１による作用を受けるキャ
リア７とからなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
減速機により２種類のトルクを同一出力軸から取り出すことのできる可変トルクモータで
あって、
減速機として不思議遊星歯車機構を用い、
モータ本体と減速機との間にクラッチを設け、
該不思議遊星歯車機構は
モータ軸と一体に回転する太陽歯車と、
該太陽歯車の周りを自転しながら公転する遊星歯車と、
該遊星歯車と噛み合いかつ該クラッチによる作用を受ける第二内歯車と、
該遊星歯車と噛み合い該第二内歯車とは歯数が異なっていて出力軸と一体に回転する第一
内歯車と、
および該遊星歯車を収容しかつ該クラッチによる作用を受けるキャリアとからなり、
該クラッチの動作により該第二内歯車を固定した場合は低速回転高トルクが出力され、該
キャリアを固定した場合は高速回転低トルクが出力される
ことを特徴とする、可変トルクモータ。
【請求項２】
前記遊星歯車は、前記第一内歯車に噛み合う第一遊星歯車と、前記第二内歯車に噛み合う
第二遊星歯車とが一体構造となっている二段遊星歯車であることを特徴とする、請求項１
に記載の可変トルクモータ。
【請求項３】
前記クラッチは釈放により前記第二内歯車を、吸引により前記キャリアをそれぞれ固定す
ることを特徴とする、請求項１、２のいずれかに記載の可変トルクモータ。
【請求項４】
前記クラッチは無励磁作動型であり、これにより停電時の出力軸緊急停止が可能であるこ
とを特徴とする、請求項１、２、３のいずれかに記載の可変トルクモータ。
【請求項５】
無励磁作動型ブレーキが備えられていないことを特徴とする、請求項１、２、３、４のい
ずれかに記載の可変トルクモータ。
【請求項６】
モータにおいて２種類のトルクを同一出力軸から取り出すことのできるトルク可変構造で
あって、
不思議遊星歯車機構による減速機と、
クラッチとからなり、
該不思議遊星歯車機構は
モータ軸と一体に回転する太陽歯車と、
該太陽歯車の周りを自転しながら公転する遊星歯車と、
該遊星歯車と噛み合いかつ該クラッチによる作用を受ける第二内歯車と、
該遊星歯車と噛み合い該第二内歯車とは歯数が異なっていて出力軸と一体に回転する第一
内歯車と、
および該遊星歯車を収容しかつ該クラッチによる作用を受けるキャリアとからなり、
該遊星歯車は該第一内歯車に噛み合う第一遊星歯車と、該第二内歯車に噛み合う第二遊星
歯車とが一体構造となっている二段遊星歯車であり、
該クラッチの動作により該第二内歯車を固定した場合は低速回転高トルクが出力され、該
キャリアを固定した場合は高速回転低トルクが出力される
ことを特徴とする、モータのトルク可変構造。
【請求項７】
前記クラッチは無励磁作動型であり、これにより停電時の出力軸緊急停止を可能とするこ
とを特徴とする、請求項６に記載のモータのトルク可変構造。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は可変トルクモータ、およびモータのトルク可変構造に係り、特に、大きく異な
る二種類のトルクを一台のモータから、しかも同じ出力軸から取り出すことのできる、可
変トルクモータ等に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　サーボモータにおいて高トルクが必要な場合、減速機と組み合わせ、回転速度を犠牲に
する（高速回転できない）ことで減速比倍のトルクを得るという手法が、一般的には取ら
れている。しかし、たとえばサーボプレスなどボールねじを用いた機構の場合は、モータ
を高速で回転させて位置決めを行った後に即、高トルクで加圧したいという動作パターン
がある。だが、減速機を用いた機構では高トルクは出力可能だが、高速回転を出力するこ
とは不可能である。またこれとは逆に、高速回転を出力する場合には減速機との組み合わ
せによる高トルク出力は不可能となる。
【０００３】
　すなわち、減速機を用いる場合には回転速度を犠牲にせざるを得ないため、高速回転出
力と高トルク出力を両立させることができない。つまり、減速機を用いつつ高低二段階の
トルクを一台のモータから、しかも同じ出力軸から取り出すことは、従来不可能であった
。したがって、高速回転出力と高トルク出力の両立のためには、複雑な機構による二種類
（二台）のモータを用いた対応がなされていた。
【０００４】
　なお、かかる問題の根本的解決策になり得るものとして、減速機を用いつつ低速回転高
トルク仕様、高速回転低トルク仕様の両仕様で利用できる方法が既に特許出願されている
（後掲特許文献１）。この文献には、低速回転高トルク仕様、高速回転低トルク仕様の両
仕様で利用できる減速機として、モータ軸の回転力を減速して第１の駆動力を出力対象に
出力する複数の出力部材を有する減速機構、複数の出力部材に接続するキャリアを有し、
第１の駆動力を増速して第２の駆動力をデフケースに出力する増速機構、増速機構―デフ
ケース、また減速機構―デフケースをそれぞれ断続可能に連結するクラッチを備える構成
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－０５２０６３号公報「減速機及びこれを備えたモータ回転
力伝達装置」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記文献開示技術は、減速機が増速機構と減速機構とを備えてなる構成であり、デフケ
ースに増速機構または減速機構を選択して接続するクラッチにより、高速回転低トルク、
低速回転高トルク、二種類の出力が取り出されるという方式である。つまり、減速機構だ
けではなく増速機構をも設け減速機にするという複雑な構成、方式であり、これを搭載す
る装置全体の大型化の抑制や、モータと減速機との組み合わせにおける組み合わせ機構の
簡素化には向かない。したがって、搭載される装置全体の大型化抑制、組み合わせ機構の
簡素化に資することもできる、より簡素な構成、方式が求められる。
【０００７】
　また、サーボモータでは従来、停電時などの緊急停止に対応するため、無励磁作動型ブ
レーキを搭載することが一般的である。しかし、かかる無励磁作動型ブレーキの搭載は、
その分のスペースを要し、これも搭載される装置全体の大型化を抑えるには不利である。
高速回転低トルク、低速回転高トルクという二種類の出力を一台のモータおよび単一の出
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力軸によって取り出せるとともに、無励磁作動型ブレーキの搭載を不要とすることができ
れば、搭載される装置全体の大型化抑制、組み合わせ機構の簡素化には有利である。
【０００８】
　そこで本発明が解決しようとする課題は、かかる従来技術の問題点をなくし、搭載され
る装置における組み合わせ機構を簡素化し、全体の大型化を押さえつつ、高速回転低トル
ク、低速回転高トルクという二種類の出力を一台のモータおよび単一の出力軸によって取
り出すことを可能とする、可変トルクモータ、およびモータのトルク可変構造を提供する
ことである。また、これに加えて本発明の課題は、搭載される装置における組み合わせ機
構を簡素化し、全体の大型化を押さえつつ、高速回転低トルク、低速回転高トルクという
二種類の出力を一台のモータおよび単一の出力軸によって取り出せるとともに無励磁作動
型ブレーキの搭載を不要とすることのできる、可変トルクモータ、およびモータのトルク
可変構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願発明者は上記課題について検討した結果、モータと減速機の間に電磁クラッチを設
け、高速回転出力時はギヤ比の低い減速機構と接続し、高トルク出力が必要な場合にはギ
ヤ比の高い減速機構と接続することでギヤ比倍のトルクを得られることを見出し、またか
かる構成によって無励磁作動型ブレーキを用いることなく緊急停止可能な機構も実現でき
ることを見いだし、これらに基づいて本発明を完成するに至った。すなわち、上記課題を
解決するための手段として本願で特許請求される発明、もしくは少なくとも開示される発
明は、以下の通りである。
【００１０】
　〔１〕　減速機により２種類のトルクを同一出力軸から取り出すことのできる可変トル
クモータであって、減速機として不思議遊星歯車機構を用い、モータ本体と減速機との間
にクラッチを設け、該不思議遊星歯車機構はモータ軸と一体に回転する太陽歯車と、該太
陽歯車の周りを自転しながら公転する遊星歯車と、該遊星歯車と噛み合いかつ該クラッチ
による作用を受ける第二内歯車と、該遊星歯車と噛み合い該第二内歯車とは歯数が異なっ
ていて出力軸と一体に回転する第一内歯車と、および該遊星歯車を収容しかつ該クラッチ
による作用を受けるキャリアとからなり、該クラッチの動作により該第二内歯車を固定し
た場合は低速回転高トルクが出力され、該キャリアを固定した場合は高速回転低トルクが
出力されることを特徴とする、可変トルクモータ。
　〔２〕　前記遊星歯車は、前記第一内歯車に噛み合う第一遊星歯車と、前記第二内歯車
に噛み合う第二遊星歯車とが一体構造となっている二段遊星歯車であることを特徴とする
、〔１〕に記載の可変トルクモータ。
　〔３〕　前記クラッチは釈放により前記第二内歯車を、吸引により前記キャリアをそれ
ぞれ固定することを特徴とする、〔１〕、〔２〕のいずれかに記載の可変トルクモータ。
【００１１】
　〔４〕　前記クラッチは無励磁作動型であり、これにより停電時の出力軸緊急停止が可
能であることを特徴とする、〔１〕、〔２〕、〔３〕のいずれかに記載の可変トルクモー
タ。
　〔５〕　無励磁作動型ブレーキが備えられていないことを特徴とする、〔１〕、〔２〕
、〔３〕、〔４〕のいずれかに記載の可変トルクモータ。
　〔６〕　モータにおいて２種類のトルクを同一出力軸から取り出すことのできるトルク
可変構造であって、不思議遊星歯車機構による減速機と、クラッチとからなり、該不思議
遊星歯車機構はモータ軸と一体に回転する太陽歯車と、該太陽歯車の周りを自転しながら
公転する遊星歯車と、該遊星歯車と噛み合いかつ該クラッチによる作用を受ける第二内歯
車と、該遊星歯車と噛み合い該第二内歯車とは歯数が異なっていて出力軸と一体に回転す
る第一内歯車と、および該遊星歯車を収容しかつ該クラッチによる作用を受けるキャリア
とからなり、該遊星歯車は該第一内歯車に噛み合う第一遊星歯車と、該第二内歯車に噛み
合う第二遊星歯車とが一体構造となっている二段遊星歯車であり、該クラッチの動作によ
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り該第二内歯車を固定した場合は低速回転高トルクが出力され、該キャリアを固定した場
合は高速回転低トルクが出力されることを特徴とする、モータのトルク可変構造。
　〔７〕　前記クラッチは無励磁作動型であり、これにより停電時の出力軸緊急停止を可
能とすることを特徴とする、〔６〕に記載のモータのトルク可変構造。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の可変トルクモータ、およびモータのトルク可変構造は上述のように構成される
ため、これらによれば、搭載される装置における組み合わせ機構を簡素化し、全体の大型
化を押さえつつ、高速回転低トルク、低速回転高トルクという二種類の出力を一台のモー
タおよび単一の出力軸によって取り出すことができる。また、これに加えて本発明では、
無励磁作動型ブレーキを用いない緊急停止機構も実現されるため、無励磁作動型ブレーキ
の搭載を不要とすることもできる。
【００１３】
　上述の通り従来は、減速機有無による二種類のトルクを一台のモータから、かつ同じ出
力軸から取り出すことが不可能であったため、複雑な機構を伴う二種類のモータを用意し
ていた。本発明により、一台で減速機有無による二種類のトルクを可変利用可能なモータ
を実現でき、さらに無励磁作動型ブレーキも廃止できることで、組み合わせ機構の大幅な
簡素化が可能となる。
【００１４】
　すなわち本発明可変トルクモータは、高速回転出力時はギヤ比の低い減速機構と接続し
、高トルク出力が必要な場合にはギヤ比の高い減速機構と接続して減速比倍のトルクを得
ることができる。また、停電などによる高速回転時の緊急停止の際は、従来は無励磁作動
型ブレーキを用いることが一般的であるが、本発明ではクラッチを無励磁作動型とするこ
とで、停電時に減速機と接続してモータコギングトルクを利用して停止させることが可能
となった。つまり、無励磁作動型ブレーキを用いずに緊急停止が可能となった。
【００１５】
　なお、上述の文献開示技術は、増速機構と減速機構とを備えた減速機を用い、デフケー
スに増速機構または減速機構を選択して接続するクラッチによって二種類の出力が取り出
される方式であり、内歯車の固定・開放により出力を変える本発明の方式は、これとは異
なる。そして本発明は、当該先行技術と比較して、搭載される装置における組み合わせ機
構の簡素化効果、全体の大型化の抑制効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明可変トルクモータの構成および作用を示す側断面視の説明図である（高ト
ルクモード）。
【図２】本発明可変トルクモータの構成および作用を示す側断面視の説明図である（高速
回転モード）。
【図３】図１等に示した本発明可変トルクモータに係る減速機部分の拡大図である。
【図４】無励磁作動型ブレーキを備えている本発明可変トルクモータの構成を示す側断面
視の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面により本発明を詳細に説明する。
　図１、２は、本発明可変トルクモータの構成および作用を示す側断面視の説明図であり
、図１は高トルクモード、図２は高速回転モードをそれぞれ示す。これらに示すように本
可変トルクモータ１０は、減速機により２種類のトルクを同一出力軸から取り出すことの
できるモータであり、減速機として不思議遊星歯車機構２を用い、モータ本体９と減速機
２との間にクラッチ１を設け、不思議遊星歯車機構２はモータ軸８と一体に回転する太陽
歯車３と、太陽歯車３の周りを自転しながら公転する遊星歯車４と、遊星歯車４と噛み合
いかつクラッチ１による作用を受ける第二内歯車６と、遊星歯車４と噛み合い第二内歯車
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６とは歯数が異なっていて出力軸１１と一体に回転する第一内歯車５と、および遊星歯車
４を収容しかつクラッチ１による作用を受けるキャリア７とからなることを、主たる構成
とする。クラッチ１は電磁クラッチ（電磁摩擦クラッチ）とし、図中の符号１ｗはクラッ
チ板等、クラッチ作用対象への伝達・遮断作用がなされるクラッチ作用部である。
【００１８】
　かかる構成の本可変トルクモータ１０においては、図１のようにクラッチ１のクラッチ
作用部１ｗが第二内歯車６方向に移動してこれに接続し、それにより第二内歯車６が固定
されて停止した状態となっている場合には、遊星歯車４を収容するキャリア７は開放され
ており、したがって第二内歯車６と噛み合っている遊星歯車４は、自転しつつ、モータ軸
８と同期して回転する太陽歯車３の周りを公転する。かかる遊星歯車４の回転は、第二内
歯車６とは歯数が異なる第一内歯車５へと伝動され、一体に回転する出力軸１１へと出力
される。すなわち、モータ軸８の回転は不思議遊星歯車機構２による有効な減速作用を受
けて減速され、これによって低速回転高トルクの出力が出力軸１１に出力される。
【００１９】
　一方、図２に示すようにクラッチ１のクラッチ作用部１ｗがキャリア７方向に移動して
これに接続し、それによってキャリア７が固定された場合には、遊星歯車４と噛み合う第
二内歯車６は開放されており、したがって第二内歯車６と噛み合っている遊星歯車４は、
キャリア７が固定されているため、その場で、モータ軸８と同期して回転している太陽歯
車３に合わせて自転する。かかる遊星歯車４の回転が第一内歯車５へと伝動され、一体に
回転する出力軸１１へと出力される。すなわちモータ軸８の回転は、不思議遊星歯車機構
２によって減速されることなく、単純な遊星歯車機構として、一体に回転する出力軸１１
へと出力される。すなわち、モータ軸８の回転は不思議遊星歯車機構２による有効な減速
作用を受けずに伝動され、これによって、高速回転低トルクの出力が出力軸１１に出力さ
れる。出力軸１１はモータ軸８とともに高速回転する。
【００２０】
　このようにして本可変トルクモータ１０では、クラッチ１の動作選択、つまり第二内歯
車６を固定するように動作させるか、それともキャリア７を固定するように動作させるか
、によって、前者の場合は低速回転高トルクモードで、後者の場合は高速回転低トルクモ
ードで、それぞれ回転出力を得ることができる。すなわち減速機２により、同一出力軸か
ら２種類のトルクを取り出すことができる。よって、高速回転出力が必要な時は不思議遊
星歯車機構２と接続せずに単純な遊星歯車機構としてモータ本体９の低減速比出力を利用
し、一方、高トルク出力が必要時は、不思議遊星歯車機構２と接続して、高減速比のトル
クを得ることができる。
【００２１】
　各図に示すように本可変トルクモータ１０のクラッチ１は、そのクラッチ作用部１ｗが
、釈放により第二内歯車６を、吸引によりキャリア７をそれぞれ固定するように構成する
ものとすることができる。これにより、クラッチ１が釈放の場合は第二内歯車６の固定（
キャリア７の解放）がなされて減速機２が有効に作用し、上述の低速回転高トルクモード
での運転がなされ、一方、クラッチ１が吸引の場合はキャリア７の固定（第二内歯車６の
解放）がなされて減速機２の減速作用が無効となり、上述の高速回転低トルクモードでの
運転がなされる。なお、クラッチ１の釈放―吸引と固定対象のパターンを逆にした場合も
、本発明の範囲内である。
【００２２】
　本発明可変トルクモータ１０はたとえば、サーボプレスなどボールねじを用いた機構に
おいて、モータを高速で回転させて位置決めを行った後に、即、高トルクで加圧するとい
う動作パターンを実行するのに便利である。すなわち、位置決めまでの移動時は、クラッ
チ作用部１ｗをキャリア７に接続して減速機２による減速を行わずにモータ本体９におけ
るモータ軸８の回転を出力軸１１に伝動する高速回転低トルクモード、そして位置決め後
の加圧動作時は、クラッチ作用部１ｗを第二内歯車６に接続して減速機２による減速を行
って出力軸１１に出力する高速回転低トルクモードで本可変トルクモータ１０を運転すれ
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ばよい。
【００２３】
　各モードでの減速機２のギヤ比は、任意に設計することができる。たとえば、クラッチ
１ｗ釈放（第二内歯車６固定）による低速回転高トルクモードでは、第一内歯車５（およ
び出力軸１１）における出力を、モータ軸８の１／２３．５７に減速し、一方、クラッチ
１ｗ吸引（キャリア７固定）による高速回転低トルクモードでは、第一内歯車５（および
出力軸１１）における出力を、モータ軸８の１／１．５に減速する仕様などで、上記の位
置決め～加圧の工程を円滑に実行できることを試験済みである。
【００２４】
　図３は、図１等に示した本発明可変トルクモータに係る減速機部分の拡大図である。図
示するように本可変トルクモータ１０の減速機である不思議遊星歯車機構２の遊星歯車４
は、第一内歯車５に噛み合う第一遊星歯車４ａと、第二内歯車６に噛み合う第二遊星歯車
４ｂとが一体構造となっている二段遊星歯車である。すなわち、太陽歯車３が第二遊星歯
車４ｂを回し、その回転を受けて、一体部品となっている第一遊星歯車４ａが回転するこ
とで、第一内歯車５が回転する。
【００２５】
　本発明可変トルクモータ１０のクラッチ１は無励磁作動型とすることができる。従来、
停電などによる高速回転時の緊急停止対応としては、無励磁作動型ブレーキを用いること
が一般的である。しかし、本可変トルクモータ１０の電磁クラッチ１を無励磁作動型とす
ることにより、停電時にはクラッチ１が釈放される等してクラッチ作用部１ｗが第二内歯
車６に接触してこれを固定し、モータ本体９のモータ軸８は減速機２と接続することにな
る。すなわちモータ軸８の回転は減速機２による減速作用を受け、モータコギングトルク
を利用して停止させることが可能となる。なお、出力軸１１の停止トルクは、モータコギ
ングトルクの減速比倍となる。
【００２６】
　したがって本可変トルクモータ１０は、無励磁作動型ブレーキを用いなくても緊急停止
することが可能なのであり、上述のいずれかの構成に加えて無励磁作動型ブレーキが備え
られていないことをも特徴とする可変トルクモータもまた、本発明の範囲内である。もっ
とも、図４に示すように無励磁作動型ブレーキＢｒを備えた構成の可変トルクモータ２１
０であってもよい。組み合わせ機構の簡素化や装置全体の大型化抑制の要請がさほどない
場合、２種類のトルクを同一出力軸から取り出すことができ、緊急停止手段たる無励磁作
動型クラッチ２１のバックアップを備える構成として有意義である。
【００２７】
　なお、クラッチを無励磁作動型とする場合、停電時にはクラッチが吸引される等して第
二内歯車６を解放し、減速機構を無効とする作動方式も、本発明の範囲内である。この場
合、出力軸１１の停止トルクはモータコギングトルクのみとなる。
【００２８】
　なおまた、図１等に示すモータのトルク可変構造１２もまた、本発明の範囲内である。
モータのトルク可変構造１２は、上述したいずれかの構成の不思議遊星歯車機構による減
速機２とクラッチ１とからなる。クラッチ１の動作により第二内歯車６を固定した場合は
低速回転高トルクが出力され、キャリア７を固定した場合は高速回転低トルクが出力され
、モータにおいて２種類のトルクを同一出力軸から取り出すことができる。上述の通り、
クラッチ１は無励磁作動型とすることができ、この場合は、停電時の出力軸緊急停止が可
能である。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明の可変トルクモータ、およびモータのトルク可変構造によれば、搭載される装置
における組み合わせ機構を簡素化し、全体の大型化を押さえつつ、高速回転低トルク、低
速回転高トルクという二種類の出力を一台のモータおよび単一の出力軸によって取り出す
ことができる上、無励磁作動型ブレーキを用いない緊急停止機構も可能である。したがっ
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て、産業用モータを初めとするモータ製造・使用分野、および関連する全分野において、
産業上利用性が高い発明である。
【符号の説明】
【００３０】
１、２１…クラッチ
　１ｗ、２１ｗ…クラッチ作用部
２、２２…減速機（不思議遊星歯車機構）
３、２３…太陽歯車
４、２４…遊星歯車（二段遊星歯車）
　４ａ…第一遊星歯車
　４ｂ…第二遊星歯車
５、２５…第一内歯車
６、２６…第二内歯車
７、２７…キャリア
８、２８…モータ軸
９、２９…モータ本体
１０、２１０…可変トルクモータ
１１、２１１…出力軸
１２…トルク可変構造
Ｂｒ…ブレーキ（無励磁作動型ブレーキ
Ｒｓ…レゾルバ（回転検出器）
　

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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